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要旨:バイアスカットと芸術的なドレーピングの創始者であるマドレーヌ・ヴィオネ(1 

876年"'1975)の金言や作品の数々は、今なお多くのデザイナーに影響を与

え続けている。今回の研究では、マドレーヌ・ヴィオネに畏敬の念を込め、過去に

解析されてきたパターンと難解な構造の中から彼女の求めた美の世界観を抽出し、

現代に生きる女性の美に適合するよう自身のデザイン要素を加え、ヴィオネの新し

い価値観とその中に存在する不変の美を考察・研究した。

1.はじめに

マドレーヌ・ヴィオネ(以下ヴィオネ)は、体

を包むのに布を“バイアス"に使うという独創的

なドレーピングを生み出した創始者で、今もなお

彼女の功績は多くのクリエイターから高く評価さ

れている。 20世紀の服の概念をなぜ革新しなけ

ればならなかったのか、ヴィオネの生きてきた時

代背景を探り、自身の作品製作である実物製作を

通して彼女の美学について研究・考察した。この

作品は、 20 1 1年夏期公開講座にて発表した。

2.ヴィオネの軌跡
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ヴィオネ(図1)はフランスに生まれ、 192 

0年から 19 3 0年にかけて、ガブリエル・シャ

ネル(図2) とともにパリモードの中心的存在と
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なったデザイナーである。パリ郊外の質素な中流

家庭に生まれたヴィオネは、数学の才能があった

が、小学校を退学し 12歳からパリの北郊にある

仕立屋のお針子に弟子入りした。その後、パリの

有名メゾン「キャロ姉妹」のもとで仕事を始め、

190 7年にジャック・ドゥーセからクチュール

の若返りを託され、ヴィオネはコルセットを追放

した。しかし、一部の顧客や販売員から反感を買

ったことから、 1 9 1 2年、 36歳で独立を決意

し彼女自身のメゾンを開庖した。第一次世界大戦

が勃発しメゾンを閉鎖、終戦後の 19 1 9年に再

開、そして、 1 940年までパリの一級クチュー

図1マドレーヌ・ヴィオネ 図2 ガプリエル・シャネル



ル庖として名を馳せた。
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1 900年、アール・ヌーヴォ一様式が頂点に

達した時代に開催されたパリ万国博覧会は、 20 

世紀の幕開けを祝う意味を込め、「過去を振り返り

20世紀を展望する」というテーマが掲げられて

いた。過去最大の約6400万人強を動員したこ

の博覧会を契機に、科学と芸術についての新しい

知識や理念がパリに流れ込み、この都市は大きな

変貌を遂げた。

博覧会の展示会場には「クチュール衣装の集大

成」と題し、著名な顧客の為に作られた“デザピ

エ(午後のお茶の時間に着用する通称ティーガウ

ン)"を一堂に集めた展示があった。その中でひと

きわ人気を集めていたのが、キャロ姉妹の繊細で

優美なデ、サ守ビ、エであった。

キャロ姉妹のメゾンがパリに創設された頃、ヴ

ィオネはまだロンドンで働いており、キャロの服

のコピーをよく作るなど、彼女たちの作品に心か

ら敬意を抱き、パリに戻ったらこのメゾンで働く

事を決意していた。その後パリに戻ったヴィオネ

4年に独立を果たす。

1 9世紀後のファッションはクリノリン・スタ

イルからパッスル・スタイルへと移り変わり、次

第に上半身にポイントが置かれるようになった。

数世紀にわたって女性の体は重い鎧のようなコル

セットで縛りつけられていた(図4)02 0世紀初

頭、このような固定観念はパリのポール・ポワレ

がコルセット無しのドレスを発表したことにより、

“肉体の犠牲"への革新がなされた。不自然なウ

エストのクビレを排除し、女性の美しいボデ、ィー

ラインを再発見する表現、つまり、 20世紀の新

しい服の表現を探り、その試みが女性の観念を

徐々に変化させていった。

一般的にポール・ポワレがコルセットを外した

のは 19 0 6年、ヴィオネが外したのが1907 

年とされポール・ポワ

レがコルセット追放を

最初に掲げた人物と考

えられている。しかし、

コルセットは整形外科

の道具だ、と嫌い、その

は、キャロ姉妹の長女でクチュールハウスの芸術 考えをデザインにおい

面を統括する、マリー・キャロ・ジェルベール夫 て構築・実践しようと

人の右腕となった。「女性のフォルムを芸術の中心

と見なしていた。」というジェルベール夫人の価値

観によりヴィオネは創作に目覚め、美的感性を大

いに養った。ヴィオネはキャロ姉妹から全てを学

び取り、 1907年にキャロ姉妹のメゾンを出て、

ジャック・ドゥーセのメゾンで一段優れたモデリ

ストとなった。

ジャック・ドゥーセは宮廷の御用達商人でキャ

ロ姉妹のメゾンと同様、高級レースやランジエリ

ーを扱い事業を成功、拡大させた。 1896年に

はポール・ポワレ(図3)を雇い作品は見事に評

判を呼んだが、その後ポール・ポワレは解雇され、

エドワード・ウォースのモデリストを経て 190
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したヴィオネこそが女

性の身体の真の解放者

であり、 1 9世紀的な

衣服の規範から肉体を

解放させたといえる。

ヴ、イオネは、女性の

ボディーラインの美し

さを最大限に引き出す

方法を探り、バイアス

カットを生み出し 19 

1 0年から作品に応用

し始める。

図3ボール・ポワレ

図4コルセットを身に付けた

火性

ジャック・ドゥーセの庖を辞め、独立しメゾン



を設立してから資金面で苦労したものの、自由に

自分の信じる美を追求することができたヴィオネ

は満足していた。しかし、独立して2年後の 19 

1 4年に第一次世界大戦が勃発しメゾンを閉鎖、

ヴィオネはローマへ身を移した。
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1 9 1 4年に勃発した第一次世界大戦 (------19

1 8)は、女性から"おしゃれ"を奪い、労働着

と制服と喪服の着用を強制された。この戦争では

主戦場となったヨーロッパ大陸において兵士85 

0万人以上、一般市民を含めると 1200万人の

死者をもたらした。これは、現在の東京都の人口

が全滅したことに匹敵する。戦争は人的被害、物

理的破壊、そしてヨーロッパ文明の繁栄をも焼き

尽くした。しかし、この戦争は女性の社会進出と

いう革新的な変化をもたらした。フランスのみで

あっても約800万人の男性が出征し、その間残

された女性達は男性の仕事の多くを肩代わりし、

農作業・建設現場・兵器工場での労働、鉄道やパ

スの運転手などに従事し人々の社会生活を支えた

(図5)。ゆえに、女性が社会的責任を果たせると

いうことを世に証明してみせたのだ。この変化に

より、女性服は美しさの要素だけでなく、職業生

図5 左から右へ:第‘次Ilt界大戦時のZ手兵に比られるベルリンの

女1'1ー鉄道良と郵便配達人。イゴがイギリスの郵便配達ノh ベルリンの女

性一人が着ている制服はイギリス人女性のijj1lft¥ilよりもかなり厳格な印

象を与える。
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活に適した機能性が求められるようになっていっ

た。

2-4 

1 8世紀から 19世紀にかけて産業革命が起

こり、工場制機械工業の導入による産業の革命と、

それに伴う社会構造の変革をもたらし、人々の生

活を大きく変化させた。繊維業界もまた、“後染め

加工"の導入により大きな発達を遂げた。

ヴィオネの作品にとって素材は大変重要な要

素で、身体の動きに適応できる柔らかな素材であ

るシルククレープ、モスリン、ビロード、サテン

などがよく用いられた。中でもバイアスに適した

クレープは、強撚糸を使用して織られ、縮緬のよ

うに布全体に細かい簸(しぼ)が作られたしなや

かな風合いが特徴の素材である。このクレープの

持つ価値は大変大きく、ヴィオネは自ら構築した

革新的技術に調和する素材に出会い、想像力を大

いに掻き立てられてい

く。

ヴィオネの作る服は

古代ギリシャを妨併と

させる点から、彼女が

色彩にあまり関心がな

かったことが分かる

(図6)。装飾に関して

は、無意味に装飾を施

すのではなく、戦略的

CHITON 

図6 オリンビア神殿のレリ

ーフ。衿ぐりと袖ぐりにドレー

フユカリLらHる。

に重要な箇所に縫い目無しに布を集めたり、身体

の動きに沿うように布目方向に刺繍が施されたり、

常に“女性の美"を保持するドレス作りを心がけ

たデザイナーであった。

2-5 

科学技術の発達と同様、芸術分野も大きな変化を

遂げ、大戦前の 19 0 7年から 19 0 8年頃にパ



ブロ・ピカソとジョルジュ・ブラックによって創

始され“キュピズム"別称、立体派と名付けられ

た芸術運動が起きた(図7)。キュビズムとは、視

点を複数にし、立体で

ある対象を基本的な構

成要素に分解、再構築

することによって幾何

学的なフォルムのうち

に捉えようとした美術

運動のことである。ル

ネサンス以来の一点透

視図法を否定し、パサ

ージュ(面と面のつな

がり)に対する概念を

図7 キュピズム誕生のきっか

けとなったピカソの作品 「アヴ

ィニヨンの娘たちJ(1970)

広げ、コサージュやモンタージュ、 トロン・プル

イユなどの新しい技法を生み出した。戦後、キュ

ビズムは一派として確固たる地位を築き、 1 9 2 

0年代に機能性と直線美を重視するアール・デコ

様式が建築、室内装飾、ファッションにおいて重

要な位置を占めるようになる。

当時のヴィオネは、画家や建築家と同じ姿勢で

仕事と向き合い、「服作りは一つの工場のように組

織されるべきで、幾何学者であるべきだ。Jと語っ

ている。つまり、ヴィオネの作品は全て確かな数

学の理論に基づいており、幾何学形態を人間のフ

ォルムに合わせることで製作されていることを意

味している。この構造主義、キュビズム、モダニ

ズムといった芸術の概念と通じる点こそヴィオネ

の創造した作品を今もなお強い説得力のあるもの

にしているといえる。

2-6 

1 900年のパリ万国博覧会、東洋と古典主義、

古代ギリシャに対する興味、コルセットの追放、

第一次世界大戦、キュビズム美術運動、様々な影

響を受けてきたヴィオネが今までにない全く新し

いパターン・メーキングの方法を生み出すことが

できたのは、古典のスタイルだけでなく“構築

(construction) "に目を向けたことができたからだ。

“構築する"という思考を取り入れることでドレ

スのシルエットは大きく変化し、ギリシア・ロー

マ時代の自由で軽やかな衣服を原点に、 20世紀

の美的感覚をプラスしたヴィオネにしかできない

新たな領域を生むことができたのだ。

彼女は時代と共に経験値を高め、あらゆるテク

ニックを駆使し、思うがままに布を操ることがで

きるまでに熟練してゆく。ヴィオネの作品は全て

が正確に熟慮され、パターン形成から仕様の細部

に至るまでこだわり作られた。

1万2千点を超えるヴィオネの作品を収めた

“コピーライト・アルバム(作品がコピーされな

いよう作品の前後側面を写真撮影したもの)"と、

オリジナルデザインの寄贈があったことで、パリ

のモードテキスタイル博物館が19 9 6年に開設

された話は有名。彼女が99歳で死去してから現

在に至るまで、クチュリエの芸術がヴィオネの生

み出した革新的技術を超越したことはない。彼女

の作品が今もなお支持され続けるのは、彼女のデ

ザインが“衣服と身体"に関する根源的な何か、

に対する問いかけを挑発してやまないからであろ

'つ

3.バイアスの概要

・正バイアス(仕uebias) 

地の目方向に対して45度の角度を成すもの。

伸縮性、柔軟性、ドレープ性に優れ柔らかな印象

を与える。運動量の必要な箇所や、バイアススカ

ート等の様に分量のある部分に使用し、全体のボ

リュームや動きをコントロールできる。

・スコノTイ、ソコノTイ(halfbias)

地の目方向に対して約60度の角度を成す
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もの。前後中心に地の目を通した場合、前後中

心付近は生地の糸が構成する矩形構造の為、上

下左右に対する力に対して強くなり、「はり」が

生まれる。そのため、 ドレープが少なくなり、

それとは逆に、脇付近がバイアスとなり、 ドレ

ープが多く表れる。横広がりのシルエットのス

カートになる。

・バイアスの視覚的効果

ストライプやチェック柄等で意図的に視覚的

な効果を得られる。生地の特性を生かし、生地

の持つ表面効果を視覚的に上手く利用するとこ

で、デザインの幅を大きく広げることが出来る。

図8 460 (在図)と 600 (イI図)のバイアス

オマージュ

・デザイン解説

袖部分を二回転(図9)させるトリックよって、

エレガントな動きを持

たせたロングドレス。

ウエストとヒップはダ

ーツで絞られ、女性の

美しいラインにフィッ

トするように作られて

いる。 2枚剥ぎのスカ

ートになっていること

でバックスタイルがす

っきりとして見える。

図9 ねじり袖の製作下地:i:身頃側に 21日l転させた後， IJG6のあき

i部分にマチをはめ込むようにしj惨を抱える。

-パターン

後ろ見頃と袖が一体化しており、前見頃は脇線

切り替えではなく後ろ見頃まで続いている。脇と

4.実物製作 いう概念を無くしたパターン。

今回の研究では、ヴィオネに畏敬の念を込め、

過去に解析されてきたパターンと難解な構造の中

から彼女の求めた美の世界観を抽出し、現代に生

きる女性の美に適合するよう自身のデザイン要素

を加え、ヴィオネの作品に新しい価値観を取り入

れることができないかと製作に臨んだ。今回は、

「ねじり袖のドレス」と「ひし形マチのドレスJ

を選択し、既存の作品をオマージュ、新たにデザ

インを加えた作品をイマージュと題して製作を進

めた。

4-1 ねじり袖のドレス
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イマージュ 一一一一一一一一一← _ 1 とエレガントの要素を崩さぬままに、現代の女性

・デザイン解説 が着やすいスカートの丈感、ボリューム感になる

スポーティーな素材を使用したドレス。ナイロ ょう変化させた。

ン100%の素材で製作することで、スポーティ

ーな要素を取り入れた新しいドレスの提案となっ

た。

-パターン

匝E副タフタ:
ナイロン 100%

(第一織物株式会社)

極圏
薄物に対応したポリエ

ステルミシン糸を使用。

素材との適合性から、

超音波ミシンと補強テ

ープ溶着機(図 3)を

使用しての方法も比較

検討したが、 ドレスの

風合いを考慮し、ミシ

ンでの縫製を選択した。

ょゴ

図 13 I・段:超音波ミシン(左図) 補強テープi容着機(イヨ図)

F段・裕着した生地の妓合間(J，o図)と誕の檎強テープ(右i主1)

※浴着とは、熱百J塑1'1:の，i，<i材を熱によって溶かし、 JJIII王と冷却する
ことで接着させる)j法。

-デザイ ンポイント

単調な黒い生地であっ

たため、シルクスクリー

ンで水玉の柄を一部分プ

リントすることで、プリ

ントと元の生地の光沢感 図 14 プリ ントをした柄

の違いで、変化を付けた

;↓(図14)。

このデザインではパターンはほぼ変えず、素材

を変えることでの形態の変化に重点を置いた。

スカートの丈を短くし分量を四分円まで広げ、オ

マージュの作品に見られる無駄のないシルエット
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前後身頃には芯を貼り、

ねじりを加えた後出来た

しわ部分をアイロンでプ

レスし、折り紙のような

表情を出した(図 15)。

オマージュの作品より
図 15 プレスした袖

もスカートの分量を増やしたが、薄くて軽いスポ

ーツ素材であったことで、重い印象にならずにシ



ルククレープやサテンとは異なる、今風のニュア

ンスを持つ軽やかなドレスに仕上げる事ができた。

園改善点

前見頃のダーツをタックに変更したが、タック

分量が足りず良い効果を出せなかった。

身頃へ完全接着の芯を貼った部分は、締麗に接

着が固定されず、気泡が中に出来てしまった。熱

を加えると消えるが、冷めると接着が弱くなり気

泡が現れてしまった。温度と時間の考慮が課題0

・考察

このデザインを実物製作してみて、ヴィオネの

作品がこんなにもシンフルに作られているのだと

改めて驚かされた。バイアスに裁つことで身体に

フィットさせることはもちろん、袖は後ろ見頃の

繋がりから生まれていることにも驚かされる。ね

じるというシンプルな発想であるが、ねじった布

をはめる箇所は三角を形成しており、縫い合わせ

ることでマチに変化するよう作られている。構造

を理解するまでは難解なトリックのように感じる

このドレスは、スカート部分に手を加えることや、

分解することは容易であるが、袖のトリックデザ

インを崩し応用することは非常に難しいと感じた。

また、図 13の超音波ミシンと補強テープ溶着

機での融着方法では、図 10の製作手順にある 2

回ねじった後に身頃に固定する箇所を融着すると

いう過程が大変困難であったことから、今回はミ

シンでの縫製を選択せざるを得なかった。しかし

ながら、スカートの脇部分や裾処理には非常に適

しており、ミシン縫製には無い、無縫製ならでは

の美しい接合面が可能になる事を確認。

今回のデザインは、溶着方法との相性は適切で

はなかったものの、スポーツ素材でのドレス製作

には可能性を感じた。最適なデザイン・素材の条

件が揃い、この方法での製作が可能になれば、ヴ

ィオネの作品に現代のテクノロジーという強みを

加え、新しい価値観が創出できると感じた。

4-2 ひし形マチのドレス

オマージュ

・デザイン解説

マイナスすることでシェイプをするのではなく、

足す事でシェイプさせるという新しい概念を構築

したドレス。首元は

カウルネックで仕上

げ、裾の美しいカス

ケードが特徴的であ

る。マチを足すこと

で身体にフィットさ

せるというバイアス

技法が大いに生かさ

れたデザイン。

圃パターン

脇身頃の切り込みにひし形のマチをハメ込む。

マチのひし形は身頃の切り込み部分と同一の長さ

ではなく、やや短く作られている。縫製時にマチ

を引っ張りながら縫うことで、締麗なシルエット

を生むことが出来る。
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圃デザイン解説

前身頃を二枚重ねにし表情を変えたドレス
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-パターン

前身頃を 2枚仕立てにし、前飾り布(上段右図)

を基点Dで縫い止める。首元のパターンは2枚の

角度に変化をつけ、重なったときにドレープの分

量が違うことで情緒が出るよう工夫した。

また、スカートのドレープをより多く出すため

に、スカートの分量を限界まで増やし、オマージ

ュの作品に感じられる流れるようなシルエットと

エレガントの要素を崩さぬよう、現代の女性が着

やすい丈感、ボリューム感に仕上げた。
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園デザインポイント

前身頃に丈の違う、同一パターンの部品を重ね、

ひし形マチの前身頃側の基点で縫い止め、布地を

落とすことで表情を出した。 2枚重なることで立

体感が増し首元のドレーフがより強調され、オマ

ージュの作品よりも柔らかいフェミニンな印象に

仕上がった。

・考察

今回は、まず考えたのは薄物素材を選択したこ

とでのボリューム感の欠知をどう防ぐかであった。

ヴィオネの作品の中に布が重なる作風は見られな

かったことから、今回イマージュでは重ねるとい

うデザインを提案するに至った。

まず、 3枚のパターンで仕上げられている点か

らヴィオネの数学的感覚に驚かされる。また、ヴ

ィオネの作品には様々な形のマチが使われている。

今回のひし形のマチは基点が4つあり、身頃は基

点から布目が変わり、垂れ下がったり、引っ張ら

れフィットしたりと変化していく。バイアスの作

用をヴィオネが熟慮していたことが良く分かる作

品である。

5.まとめ

ヴィオネが作る服は当時流行していた “平た

い体"を持つ女性ではなく、調和のとれたプロポ

ーションを持つ女性のために作られていたと考え

る。豊かな丸みのある胸やヒップなど女性の“自

然の美"自体がヴィオネの作品の一部であり、そ

の胸中には女性が健康的であることへの強い願い

があったのではないかと考える。この価値観こそ

が、現代のデザイナー達がヴ、イオネを支持し、圧

倒的な賛辞を受けることとなった由縁であろう。

ファッションデザイナーの実力は、凹凸の複雑

な人間の形状と可動域を考慮したうえで、いかに

三次元に再構築していくかという作業工程から図

られる。これを完壁に無駄なくこなす中で、パイ
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アスカットを生み出したヴィオネに対し、三宅一

生が衣服世界の「静かなる革命家」と彼女を呼称

した点も非常に納得できる。

ヴィオネは、シーズンと共に消えてしまう周期

的なモードの有用性を否定し、「様々に異なる女性

の数と同じだけのモードがあってよいのだJと強

く述べた。バイアスという発想によって、 20世

紀のファッションに改革を起こしたヴィオネ。彼

女の本質的な衣服に対しての捉え方、彼女が生み

出した不変の美は、これからも搬を創造する人々

の感性を刺激し、魅了し続けるに違いない。

今回は、ヴィオネのパターンと難解な構造の

中から彼女の求めた美の世界観を抽出し、現代

に生きる女性の美に適合するよう自身のデザイ

ン要素を加え、ヴィオネの新しい価値観とその

中に存在する不変の美を考察・研究することを

目的とし、実物製作に臨んだ。製作を通してバ

イアス素材をまだまだ理解しきれていないこと

を痛感した。また、すでに削ぎ落とされ、完成

された作品・パターンを変化と呼べるレベルま

で持っていくことは容易ではない。現在もヴィ

オネを超えるクチュリエが出現しないのは、ヴ

ィオネが想像以上のレベルでバイアスを熟慮し

ていたからではないかと感じる。

現代に存在してヴィオネの時代に存在しなか

った技術や素材を強みに、ヴィオネの作品に新し

い価値観を与えたデザイン発想を繰り返し行い、

その過程で見えてきた不変の美・デザインを継承

していきたいと考える。
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